
                

               

               

              

              

              

              

              

7
月
3
日
（
水
）
山
内
公

民
館
に
て
圏
域
交
流
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
シ
ニ

ア
世
代
と
地
域
を
創
ろ
う
」 

目
的
➀
元
気
高
齢
者
を
増
や

し
一
緒
に
地
域
づ
く
り
➁
新
し

い
介
護
予
防
に
つ
い
て
考
え
た

い
。 

 

な
ぜ
、
い
ま
新
し
い
地
域
の

支
援
体
制
が
必
要
か
？ 

「
65

歳
以
上
の
高
齢
化
率

は
、
沖
縄
県
は
東
京
に
つ
い
で

2
番
目
に
低
い
。
し
か
し
、

い
ず
れ
75

歳
以
上
の
方
が
ダ

ン
ト
ツ
1
位
に
な
る
。」 

「
沖
縄
県
の
介
護
保
険
の
状
況

で
は
、
要
介
護
3
・
4
・
5

の
重
度
の
方
が
多
い
。」 

「
介
護
保
険
利
用
料
（
介
護
サ

ー
ビ
ス
費
）
は
全
国
で
2
番

目
に
高
い
。
」
等
の
現
状
を
ふ

ま
え
て
、
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。 

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
以
前

の
地
域
（
自
治
会
）
と
今
と
の
違

い
を
話
し
合
い
、
「
昔
は
教
育
隣

組
、
班
ご
と
の
活
動
が
活
発
だ
っ

た
。
運
動
会
、
祭
り
、
お
祝
い
な

ど
の
行
事
も
多
か
っ
た
。
」「
子
ど

も
会
、
青
年
会
、
婦
人
会
で
の
見

守
り
も
出
来
て
い
た
。
」
「
今
の

80

代
の
方
々
が
20

代
の
頃
か
ら

頑
張
っ
て
地
域
活
動
を
や
っ
て
い

た
。」 

そ
し
て
、
今
で
き
る
こ
と
は
、

「
公
民
館
な
ど
で
の
サ
ー
ク
ル
活

動
や
高
齢
者
サ
ロ
ン
の
継
続
（
人

と
の
つ
な
が
り
、
見
守
り
に
も
役

立
っ
て
い
る
）
。
」
「
子
ど
も
た
ち

の
公
民
館
利
用
を
入
口
と
し
て
そ

の
家
族
と
も
つ
な
が
る
。
」
な
ど

の
意
見
も
聞
か
れ
ま
し
た
。 

台風によるライフラインの停止に備えて、今月号は         についてまとめました。 

沖縄県の高齢化率や介護保険の利用状況を参加
者と共有。地域別に分かれグループワークへ。 



 

                             

                             

                             

                             

7/30（火）沖縄市社会福祉センターにて、認知症サポーター養成
講座が開催されました。受講者は沖縄市職員退職者会（女性会員）
の皆さん 2５名。 

 
認知症について正しく理解 

し、認知症への恐れや偏見、 
差別をなくすこと。認知症が 
あっても、尊厳と希望を失う 
ことなく、家族や友人、隣近 
所の方達と一緒に地域の中で 
安心して暮らせる社会にする 
ためにみんなで学び 
ました。 
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沖 縄 市 ま る っ と つ な が る ラ ジ オ            
Ｆ Ｍ コ ザ 7 6 . 1 Ⅿ ｈ 「 ま る ラ ジ 」 
毎 週 火 曜 日 午 前 １ ０ 時 か ら 放 送 中 
※ 包 括 支 援 セ ン タ ー の 情 報 を 発 信 中 ！ 

6/30（日）南桃原公民館、7/28（日）久保田公民館にて地域の防災士を中心に防災講話、

DIG（災害図上訓練）が行われました。 

 7/16（火）のまるラジ
のゲストはコザ運動公園顧
問の當山勝正さん（写真左
から 2番目）と親川啓和さ
ん（写真右から 2 番目）。
7 月より開始されるシニア
向け転倒予防教室の紹介を
中心にお話していただきま
した。 

7/25（木）コザ運動公園 武道館にて柔道の受け身を活用した「安全な転び方」の教室が開催さ
れました。転倒事故は交通事故の４倍！転んでも大ケガをしない身体づくりは繰り返し学ぶことが
大切。次回は９月開催予定です。 

南桃原公民館では高齢者サロン「笑い福い
の会」の方々が多く参加されていました。 

久保田公民館では、青年会や家族での参加が見
られました。みんなで危険が予測される地帯や
避難場所、避難経路の確認を行ないました。 

講師は親川啓和氏（左）と 
粟国謙次氏（右） 

顔面を守る為の前受け身を練習し
ている様子 

後ろ受け身、横受け身、前受け身を学
びました。 


